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令和７年３月３１日 

 

東京都立多摩桜の丘学園 令和６年度学校経営報告 

校長  西田 良児  

 

本年度の学校テーマは、児童・生徒、保護者、地域の方々、教職員等の本校に関わる全ての人々

の「つながり」を大切にするために、スローガンを「人とつながり、人が輝く！花と緑の桜の丘」

とした。 

本校の最大の特色である地域と連携した教育活動を通して、本校に関わる全ての人々が一体とな

った取組（つながり）を大切にし、共生社会（地域につながる）の実現に向けた象徴となる学校経

営を行っていくという意味が込められている。 

今年度からコロナ禍以前の教育活動へ全面的に戻していく方向で様々な取組を行ってきた。例え

ば、地域と連携した教育活動の全面再開、校外学習・宿泊学習等の計画実施、水泳指導の本格実

施、授業参観や多摩桜祭などの学校行事やＰＴＡ主催行事の実施について、地域の方々も含めて全

面的にできたことは、大きな喜びであり、児童・生徒、保護者、地域の方々、教職員等のつながり

が大いに見られた結果である。 

児童・生徒が活躍する姿を明らかにし、全校で共有していく取組については引き続き実施した。

例えば、本校でこれまで取り組んできた、多摩市消防写生会や都立知的障害特別支援学校清掃技能

検定等、各種大会への参加について、表彰等があった場合に、受賞した児童・生徒だけでなく、全

校の児童・生徒そして、指導・支援に関わった教職員、保護者等、学校全体で喜びを共有できるよ

う、学校だより等でも周知・共有することなど工夫した。 

今年度から全校授業参観や学校公開等では、人数制限を撤廃し、地域の方に参加を促し、コロナ

禍以前の姿へと戻ってきた。１学期に実施した全校授業参観では、約５００名を超える来校者があ

った。また、学校公開では、地域の事業所等にも公開し、2回の実施で合わせて約２００名の来校

者があった。さらに、２学期に実施した多摩桜祭では、約９００名近くの保護者や地域の関係者、

また卒業生の方々の参観があった。PTA活動においても 6月の余暇活動や 9月の秋祭りにおい

て、たくさんの方々が来校し大盛況であった。 

一方、感染予防の観点からは、12月のインフルエンザ流行期に、二つの学年で学年閉鎖を余儀

なく実施し、あらためて基本的な感染対策（換気、手洗い、消毒、必要に応じたマスクの着用等）

の徹底について再確認した。 

今年度の大きな取組の一つとして、ユネスコスクール加盟に向けた準備を進めてきた。何か新し

いことを行うのではなく、これまで本校が取り組んできた教育実践をあらためて確認し、授業等に

生かしてきた。自分たちにできることは何かを考え、子供たちの「人の役に立ちたい」、「社会に貢

献したい」という気持ちを大切にしながら、ＥＳＤの活動を継続していくことが大切である。 
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また、教員の働き方改革に向けては、ＩＣＴの活用や会議の運営方法の改善により、会議時間の

短縮化やペーパーレス化を図ることができた。令和 7年度に向けては、全教職員が定時外在庁時間

45時間以内となるよう、時間管理の意識の醸成を引き続きい行っていく。さらに、教職員の連携

強化や働きやすい職場環境の実現を目指して、職員室の環境改善等を実施することで、多様な働き

方をサポートすることにつなげていく。 

学校の教育内容については、次年度に向けて引き続き教育課程の改善・充実を図っていく。肢体

不自由教育部門では、自立活動を主とする教育課程における教科の時間の拡充を今年度行ってき

た。その成果の検証を行うとともに、令和７年度には、小学部から高等部段階までの縦の系統性を

整理していく。 

知的障害教育部門では、今年度小学部６年生に生活科の時間の指導を設置した。令和７年度に向

けては、５年生にも生活科の時間の指導を設け実践を重ねていく。中学部では、今年度新設した社

会性の学習の成果検証をするとともに、令和７年度に向けて、社会と理科の時間の指導を設け、指

導の充実を図る。高等部では、類型化の在り方を見直し、より子供たちに合った指導の充実を図っ

ていく。 

 

 

 

 ＜数値目標と達成状況＞ 

 

 

 

 

 

＜数値目標＞ 

【方針１】安全と安心を確保する学校づくり 

 項目 R5評価 Ｒ６取組の方向 （年度末記載） R6評価 

継
続 

いじめ【０】、体罰・不適切な指

導【０】、自殺【０】 
Ｂ 

生活指導部を中心に担

任等によるきめ細かい

指導 

いじめ等につい

ては、0件であっ

た。対応やいじ

め対策委員の役

割などを日ごろ

から周知徹底し

ていく。 

Ａ 

数値目標の評価 Ａ：目標の数値以上の成果をあげた／高度な目標を達成した  Ｂ：目標の数値を

達成した。／高度な目標の数値をほぼ達成した。  Ｃ：目標の数値には届かなかったが、おおむね

達成した。  Ｄ：目標が達成できなかった。 
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継
続 

週ごとの生活指導重点項目の共

有 

【毎週・月曜日】 

Ａ 

前週までの生活指導な

ど、学校運営上の重点

項目（情報管理等含む）

を週ごとに設定、職朝

で共有し、重大事故の

未然防止を徹底 

毎週「今週のキ

ーワード」とし

て周知徹底し

た。 

Ａ 

継
続 

危機管理研修の実施【２０回】、

防災訓練（避難訓練等）の実施【１

２回】 

Ｂ 
校長はじめ、各分掌が

組織的に分担 

危機管理研修等

は、計画とおり

に実施すること

ができた。 

Ｂ 

継
続 

学校事故版インシデント情報共

有【１０回】 
Ｂ 

組織的に環境整備 イ

ンシデント情報の集積

と発信・共有 

具体的な対応方

針など、校内で

発信・共有した。 

Ｂ 

継
続 

医ケア版インシデント情報共有

【１０回】 
Ｂ 

Ⅰ部門だけでなく、全

校対象に医ケアへの理

解啓発 

「1 分で分かる

医ケア通信」の

発行を行った。 

Ｂ 

継
続 

「普通救命技能認定証」を保有す

る教職員の割合【７０％】 
Ａ 生活指導部で推進 

校内で普通救命

講習を実施し

た。心肺蘇生実

技の資格者が今

後研修会を実施

する。 

Ｂ 

新
規 

学校評価保護者アンケートにお

いて、「安心・安全」に関する項

目の満足度の回答【９０％以上】 

－ 通信等での取組み紹介 

学校だより等で

取組について紹

介した。 

Ａ 

 

 

 

【方針２】児童・生徒一人一人の学びを支援する質の高い授業づくりを推進する。 

 項目 R5 評価 Ｒ６取組の方向 （年度末記載） R6 評価 

新
規 

学校評価保護者アンケートにお

いて、「指導の充実」に関する項

目の満足度の回答【９０％以上】 

－ 
個別指導計画の保護者

との情報共有 

個別指導計画

における３観

点評価の導入、

指導計画に基

づく、個別最適

な学びの充実

を図ることが

できた。 

Ｂ 
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継
続 

「ＳＡＫＵＲＡ学びプラン（仮

称）」の作成 

 ・教科等の目標・内容との関連

付け 

 ・自立活動における具体的な指

導内容を設定するまでのプロ

セスの構築 

Ｂ 
ＰＴを中心に検討をす

すめ、次年度の教育課程

改善に反映させる 

各部門担当者

を決め検証を

行った。また、

研修会等を通

して理解に努

めた。 

 

Ｂ 

継
続 

「ＳＡＫＵＲＡベーシック」の構

築と活用 

 ・教室環境の基礎・基本 

・登下校時の指導の基本 

・朝の会等の学習場面の指導

の基本 

・教室移動時の指導の基本 

 ・校外歩行時の指導の基本 

Ｂ 

９月までに、各指導場面

における基礎基本を洗

い出し、年度内にＰＤＦ

冊子にして共有を図る 

主幹会等で、内

容整理を行い、

また追記等を

行いない内容

の充実を図る

ことができた。 

Ａ 

変
更 

「おもしろ実践 Book」の作成も

しくは、授業研究の実施 

【全員がどちらかを選択】 

Ｂ 

研究研修部から新様式

で企画運営、評価規準の

明確化 アーカイブス

から定期的に事例紹介 

各学部で順調

に進めること

ができた。 

Ｂ 

変
更 

授業自己評価による授業力の向

上 
Ａ ６月及び１月に実施 

7 月に実施し

た。 
Ｂ 

継
続 

講師・助言者を招聘した授業研究

の実施【各学部２回以上】 
Ｂ 

学部の課題に応じた授

業の選定と実施 

各学部で研究

を通して実施

した。 

Ｂ 

新
規 

小学生科学展等への参加 Ａ 
科学展等への計画的な

参加 
計画的に実施。 Ａ 

数
値
向
上 

ＧＩＧＡスクール（小中学部一人

１台端末）・ＣＹＯＤ（高等部一人

1 台端末）を活用した授業の実施

【小・中・高１全教育課程で１０

回】  

Ａ 
週ごとの指導計画を活

用してアイデアを蓄積 

各学部、デジタ

ル活用部を中

心に活用。掲示

板等で周知し

た。 

Ｂ 

継
続 

学校評価アンケートの見直し 

・年間で複数回実施 

【１学期・全保護者参加】 

・児童・生徒アンケートでの「学校

が楽しい」回答【９０％以上】 

・保護者アンケートでの「学校の

説明は分かりやすい」回答【８０％

以上】 

Ｂ 

広報や広聴にかかわる

部署を立ち上げ、抜本

的に見直し 

状況によって目標は柔

軟に対応 

教職員・保護者

ともに評価時

期と回数の見

直しを行った。 

 

Ｂ 
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【方針３】健康で豊かな心と体を育てる 

 項目 R5 評価 Ｒ６取組の方向 （年度末記載） R6 評価 

継
続 

「さくら美術館」の作品更新【３

０回】、「さくら文学館」の作品更

新【２０回】 

Ｂ 
美術科会、５教科会を

中心に実施 

年間計画を基

に更新。合わせ

て、HP にも掲載

している。 

Ａ 

継
続
新
規 

アートプロジェクト展等への参

加【８０作品以上】 
Ｂ 

美術科会、５教科会、各

学部が連携して実施 

グリナード永

山では 30 点展

示。  

総合文化祭（造

形美術部門） 

には 20点出展。  

アートプロジ

ェクト展には、 

17 点出展。         

はたらく消防

車写生会には、

２点出展。 

Ｂ 

数
値
向
上 

図書室の本の貸出（校内）【２０

００冊】、外部と連携した読み聞

かせ会の計画的実施と読書活性

化イベントの実施 

Ａ 
総務部を中心に全校で

活用 

７月末時点 662

冊の貸し出し

があった。 

外部ボランテ

ィアによる読

み聞かせ会を

実施。 

ふれあい月間

には、22 名教員

が読み聞かせ

レポートを作

成。 

Ａ 

継
続 

図書の貸出・整理等を学習活動と

して試行展開【１０回】 
Ａ 

図書管理システムの導

入に伴い、作業学習の

一部に位置付けて実施 

Ⅰ小とⅡ高が

合同での図書

委員会活動を

新たに実施。蔵

書整理や図書

室内の POP作成

や本の修理等

の活動を行っ

た。 

Ⅱ高の作業学

習で図書館管

理システムの

蔵書登録、利用

者登録業務を

実施。 

Ａ 
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【方針４】自立と社会参加を支援する学校づくり 

 項目 R5 評価 Ｒ６取組の方向 （年度末記載） R6 評価 

継
続 

本人及び保護者が希望する進路

の実現率【１００％】（企業就労

率【２５％】） 

Ｂ 
進路指導部と学部・学

年の連携 

卒業生全員が

進路実現。 
Ａ 

新
規 

キャリア・パスポートの運用 

【書式の作成、運用方法の確立】 
― 

関係部署が連携し、運

用方法の構築 

運用を開始し、

今後検証が必

要。 

Ｂ 

継
続 

両部門の国際支援活動、ユニ

セフ共同募金・ダルニ―奨学

金募金総額【１５万円】 

Ｂ 
生徒会、国際支援隊に

よる啓発 
目標達成。 Ａ 

継
続 

「さくらホールディングス」諸

活動による地域満足度【８０％

以上】 

Ｂ 

教育課程に位置付け

計画的に実施 

顧客の声を聞く事後

アンケートの実施 

計画的に実施

することがで

きた。 

Ｂ 

変
更 

ＳＤＧｓを意識した単元、授業

の実施と発信   

【ＨＰによる成果発信 ３回

以上】 

Ａ 

総務部が中心となり

教務部等全校の各組

織で連携し実践集積

と発信  

地域人材との協働、資

源の活用 

発信アイデア検討 

ユネスコスク

ール申請に向

けて、各学部で

取り組むこと

ができた。 

Ａ 

 

 

 

【方針５】インクルーシブ教育システムに向け「センター的機能」の強化 

 項目 R5 評価 Ｒ６取組の方向 （年度末記載） R6 評価 

継
続 

副籍制度を利用した直接交流の

実施率【３０％】、学校間交流

【２０回】 

「新しい日常」での副籍交流、学

校間交流の実施【１０回】 

Ｂ 

地域支援部がコーディ

ネートし、オンライン

を組み合させたハイブ

リッド型で実施 

学校間交流につ

いては計画的に

実施。副籍につ

いては、継続し

て周知徹底して

いく。 

Ｂ 

継
続 

公開講座参加者【１５人】 

オンラインを活用した理解推進

研修の実施、外部参加者【５０

人】 

Ａ 
総務系各分掌を中心に

通学区域自治体、都立

高等学校連携して実施 

関係部署と連携

し実施した。 
Ａ 

継
続 

学校公開は就学・入学を検討して

いる方を対象として実施 

【説明への満足度８０％】 

Ａ 
教育相談部が中心とな

って実施。 

地域の方々も大

勢来校した。 
Ａ 
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多摩桜祭・ＰＴＡと連携した夏祭

りにおけるオンラインを活用し

たハイブリッド型の行事を実施 

【参加者の満足度８０％】 

－ 

多摩桜祭委員会、教務

部、総務部が連携して

実施、今年の実践を次

年度年間計画に反映 

地域の方々も大

勢来校した。 
Ａ 

保護者が学校外の友人に見せた

くなる学校広報物の作成 ホー

ムページ閲覧数【月５０００以

上】 

Ａ 
総務部で企画、全校で

実践して実現 

計画的に実施。

さらなる強化を

図る。 

Ｂ 

 

 

 

【方針６】校務運営組織と経営企画機能の連携を強化 

 項目 R5 評価 Ｒ６取組の方向 （年度末記載） R6 評価 

一
部
変
更 

時間管理の意識をもち、定時外在

校時間（月間）45 時間以上の教職

員数の１０％未満の実現【１０回

以上】 

Ｂ 

消灯・退庁の基準を定

める 

毎日１９時にＢＧＭ

を流し、退庁ムードの

醸成 

19 時退庁を継

続して促して

いく。 

Ｂ 

新
規 

「マイ定時退庁日」の設定【週 1

回】 

「毎週金曜日」の完全退庁日の設

定 

－ 
金曜日は、１９時を完

全退庁日とする 

金曜日の完全

退庁に努め

る。継続して

促していく。 

Ｂ 

継
続 

紙類の使用量削減【１０％】 Ａ 
ＩＣＴ機器を活用し

た会議で、紙資料の

削減 

パソコンを活

用しながら会

議の実施。 

Ａ 

継
続 

電気の使用量の削減 

【前年度３％】 
Ｂ 

廊下等照明の小まめ

な消灯、節電 

こまめな消灯

を促す。 
Ｂ 

継
続 

窓口・電話対応での保護者・来客満

足度【９０％】 
Ｂ 

来客等予定の的確な

情報共有 目的に叶

った案内の徹底 

丁寧な対応等

に努めてい

る。 

Ｂ 

継
続 

組織力の向上【分掌等全員参画】 

意思決定にかかる流れの整備と円

滑な決定【教職員自己評価全項目

＋５㌽】 

Ｂ 

総務部が中心とな

り、学部・分掌主任

が仕事の見える化・

組織化を推進 

学校評価等を

通して推進。 
Ｂ 

継
続 

コンプライアンスの徹底 

個人情報にかかる事故【０】 

会計事故【０】 

クリーンデスクの徹底 

【教職員間での相互点検（毎週）】 

Ａ 

手渡し、施錠管理、

机上整理等の励行 

組織的な点検の実施 

毎週末に学年間にお

ける相互の点検を実

施 

毎週、金曜日

にはクリーン

デスクに努め

ていた。 

Ａ 

 


